
●研究推進事業：相模原の研究～本市教育における課題を踏まえた研究実践について～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

１  研究主題について  

桜台小学校では、令和２年度から４年間、

「数学的な見方・考え方を働かせる子ども達」

をテーマに研究を行いました。その過程で、

「学び方」を身に付けることが大切であるこ

とを見いだしました。そこで、令和 6年度か

らの研究では「何ができるようになるか」と

いう算数科の目標に示された資質・能力と、

「どのように学ぶのか」という学び方の両方

を資質・能力と捉え、このテーマとしました。  

 

２  研究内容  

 

 

 

桜台小学校では、次のように算数を学ぶ子

どもの姿を「よりよい学び手」としました。 

ア  問い  :自ら問いを見いだす(深い学び) 

イ  表現  :思いや考えを表現する(深い学び) 

ウ  見通し：解決の見通しをもち、粘り強く取

り組む(主体的な学び) 

エ  振り返り：自己の学習活動を振り返って 

次につなげる(主体的な学び) 

オ  対話：対話を通して学びを広げ深める 

(対話的な学び) 

また、次のように授業づくりの視点を明確

にしました。  

（１）ゴールから考える授業づくり  

（２）学びのステージを明確にした授業づくり  

（３）発問の意図を明確にした授業づくり 

（４）学び方が分かる授業づくり  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

１年目の研究では、子どもたちは課題に向

かって解決の見通しをもち、友達とともに粘

り強く取り組む姿が見られるようになりまし

た。また、自分の考えを表現できるようにな

り、友達との双方向性のある学びにつながる

など、よりよい学び手として育ってきました。 

一方で、教師が学びのステージ（※）に乗

せることを意識しすぎるあまり、説明過多と

なってしまい、子どもがつまずきを自覚した

り、表出したりできないまま授業が進むこと

もありました。そのため、つまずきから、自

ら問いを見いだす力を身につけることが課題

として挙げられました。  

このことから、２年目は、授業づくりの視

点に「つまずきを想定した授業づくり」を追

加し、子どもがつまずきの価値を実感し、自

ら問いを見いだして学びに向かうことができ

るようにしていくことに重点を置き、研究を

推進しています。［図１、図２］  
※学びのステージとは「子どもが解決すべき問いを見い

だし、解決するための見通しをもてている状態」  

（１）ゴールから考える授業づくり  

（２）学びのステージに  

子どもが自分であがる授業づくり  

（３）発問の意図を明確にした授業づくり 

（４）学び方が分かる授業づくり  

（５）つまずきを想定した授業づくり  
※R7 の重点（校内研究計画書より）  

 

 

 

 

 

 

学習指導・評価の充実に関する研究 算数 桜台小学校 

よりよい学び手として育つ子ども 

～資質・能力ベイスで考える～ 

 

仮説：資質・能力ベイスで授業をつくるこ

とにより、子どもは資質・能力を身に付

け、よりよい学び手として育っていく。 

 

［図１］授業づくりのイメージの R6 からの変容 
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３  研究方法  

①  研究授業を通して日々の実践の成果と課

題を共有する。  

研究授業を通して、日々の取組の成果を

共有するとともに、新たな課題を見いだす。 

②児童の学びに対する意識を把握する。 

アンケートを実施（４月、７月、12 月、

３月）し、算数科への意識を調査するとと

もに、アンケートの内容から、よりよい学

び方を意識できるようにする。  

 

４  本研究における実践  

〇つまずきを想定した授業づくり  

 桜台小学校では、子どもが「学び方」を身

に付けることを大切に授業に取り組んでいま

す。授業では、「ここまではできたけれど、こ

こでわからなくなった。」というように、自分

の学びを把握している様子が感じられました。

そして教師がそのつまずきを拾い上げ、問い

返すことで子どもの学びを促す姿が見られま

した。つまずくことが当たり前の教室では安

心感が生まれ、子ども同士の対話においても

「わからない」「ここが不安」などというよう

に、自身のつまずきを表出する姿が見られる

ようになり、子どもたちの中につまずきは学

ぶために大切なもの（学びの価値）であると

いう実感が生まれてきていると感じました。 

 

〇教師の学びにつながる校内研究体制  

 教材研究においては、「単元における資質・

能力」「子どものつまずき」「子どもの学ぶ姿」

などの視点から、教材研究を行っています。     

授業後の協議では、「子どもの姿はどうだっ

たか」という一貫した軸が存在しており、こ

れからの授業づくりにおける方向性を全員で

共有しています。このように、計画-実践-改

善のサイクルが確立されていることが、授業

力の向上につながっています。  

 

 

５  ２年間の研究から見える展望  

子ども自身が、友だちとの双方向性のある

学び方を身に付け、価値のあるものだと実感

していることが、「キャリア・パスポート」な

どに表れていました。一方で、「思いや考えを

表現すること」「粘り強く取り組むこと」につ

いての課題が残っています。そこで、教師が

単元や領域を通して教えることと引き出すこ

とを理解するとともに、子どもの実態をとら

える見取りの質を高め、どの子も変化や成長

を実感できる授業をめざしていきたいと考え

ています。  

 

６  支援教育の視点  

 「授業がわからない」「みんなが自分のこと

をわかってくれない」といった様々な悩みや

課題を抱える子どもたちが、自分で学びを進

められるために、桜台小学校の「つまずきを

大切にする」「『学び方』を学ぶ」ことの研究

はとても大切な視点です。子どもの抱える課

題の要因は様々です。「つまずき」という視点

から子どもの姿を見取り、その要因を捉えよ

うとすることは、様々な課題を抱えた子ども

たち一人ひとりのニーズに適切に対応してい

くことの第一歩になるのではないでしょうか。

他者を認め合える環境の中で、安心して「『わ

からない』って言っていいんだ。」「『わからな

い』って大切だね。」と感じることのできる授

業になれば素敵だと思いませんか。  

［図２］授業づくりの具体的なイメージ 

［写真１］指導案検討の様子  
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